
平成 30 年 8 月 10 日

第20回 IEEE広島支部学生シンポジウム（シンポジウム（HISS　20th）でのでの

研究室展示の参加者募集についての参加者募集についてについて

第 20 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム実行委員会シンポジウム実行委員会実行委員会

IEEE 広島支部では、「第第 20 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム実行委員会シンポジウム実行委員会（HISS：Hiroshima section

Student Symposium）」を開催します。開催します。します。HISS は IEEE 広島支部を開催します。主催します。として、企画や運営を中国や運営を中国運営を中国を開催します。中国 5 県

の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、大学生シンポジウム実行委員会が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、となって行う「第学生シンポジウム実行委員会の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、学生シンポジウム実行委員会による社会のためのシンポジウム」であり、社会の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、ための大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、シンポジウム実行委員会」であり、

(1) 従来の学会の研究会発表をさらに開放的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起するの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、学会の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、研究会発表をさらに開放的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起するを開催します。さらに開放的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起するにする社会のためのシンポジウム」であり、ことで、より自由かつ活発な議論を喚起するかつ活発な議論を喚起する活発な議論を喚起するを開催します。喚起するする社会のためのシンポジウム」であり、

(2) 学生シンポジウム実行委員会が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、独自の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、考えを人前で明確に表現する術を身につけるえを開催します。人前で明確に表現する術を身につけるで明確に表現する術を身につけるに表をさらに開放的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起する現する術を身につけるする社会のためのシンポジウム」であり、術を身につけるを開催します。身につけるにつ活発な議論を喚起するける社会のためのシンポジウム」であり、

ことを開催します。目的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起するとしています。

　今年も HISS では、各大学の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、研究室で取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示ので取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示のり組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示のんでいる社会のためのシンポジウム」であり、研究につ活発な議論を喚起するいて紹介する場として、研究室展示のする社会のためのシンポジウム」であり、場として、研究室展示のとして、研究室で取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の展示のの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、

場として、研究室展示のを開催します。設けております。研究室展示では、他大学や企業の方との交流・意見交換を通して、自らの知見をけております。研究室で取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の展示のでは、他大学や運営を中国企業の方との交流・意見交換を通して、自らの知見をの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、方との交流・意見交換を通して、自らの知見をとの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、交流・意見交換を通して、自らの知見をを開催します。通して、自らの知見をして、自らの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、知見を開催します。

広げ、さらなる社会のためのシンポジウム」であり、研究の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、発展につ活発な議論を喚起するなが主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、る社会のためのシンポジウム」であり、ことが主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、期待できます。また今年の研究室展示では、例年通りのポできます。また今年の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、研究室で取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の展示のでは、例年通して、自らの知見をりの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、ポ

スター発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションを発表をさらに開放的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起するだけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、方との交流・意見交換を通して、自らの知見をにもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをして頂くために、実物によるデモンストレーションをくために、実物によるデモンストレーションをによる社会のためのシンポジウム」であり、デモンストレー発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをションを開催します。

推奨します。(もちろんポスター発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションを発表をさらに開放的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起するだけでも構いませんいません)

　応募の際に論文の提出は不要ですので、お気軽にご参加ください。たくさんの研究室からのご応募おの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、際に論文の提出は不要ですので、お気軽にご参加ください。たくさんの研究室からのご応募おに論を喚起する文の提出は不要ですので、お気軽にご参加ください。たくさんの研究室からのご応募おの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、提出は不要ですので、お気軽にご参加ください。たくさんの研究室からのご応募おは不要ですので、お気軽にご参加ください。たくさんの研究室からのご応募おですの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、で、お気軽にご参加ください。たくさんの研究室からのご応募おにご参加ください。たくさんの研究室からのご応募お参加ください。たくさんの研究室からのご応募おください。たくさんの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、研究室で取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示のからの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、ご参加ください。たくさんの研究室からのご応募お応募の際に論文の提出は不要ですので、お気軽にご参加ください。たくさんの研究室からのご応募おお

待できます。また今年の研究室展示では、例年通りのポちしております。

　シンポジウム実行委員会の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、詳細、発表をさらに開放的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起する申込方との交流・意見交換を通して、自らの知見を法については裏面をご確認ください。につ活発な議論を喚起するいては裏面をご確認ください。を開催します。ご参加ください。たくさんの研究室からのご応募お確に表現する術を身につける認ください。ください。

（裏面をご確認ください。に続きます）きます）



シンポジウム実行委員会の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、詳細、発表をさらに開放的にすることで、より自由かつ活発な議論を喚起する申込方との交流・意見交換を通して、自らの知見を法については裏面をご確認ください。につ活発な議論を喚起するいては以下のとおりです。の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、とおりです。

■開催案内

　　会議名称：　第 20 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム実行委員会シンポジウム実行委員会（HISS 20th）

　　開催します。場として、研究室展示の所：　鳥取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の大学　湖山キャンパスキャンパス（鳥取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の県鳥取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の市湖山キャンパス町南 4 丁目 101）

　　開催します。日程：　平成 30 年 11 月 17 日（土）、18 日（日）の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、 2 日間

　　主　　催します。：　IEEE 広島支部

　　問合せ先：  第せ先：  第 20 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム実行委員会シンポジウム実行委員会実行委員会

　　　　　　  〒680-8550　鳥取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の県鳥取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の市湖山キャンパス町南 4 丁目 101

              鳥取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の大学　大学院持続きます）性社会創生シンポジウム実行委員会科学研究科・工学専攻

              計測制御システム研究室システム実行委員会研究室で取り組んでいる研究について紹介する場として、研究室展示の

              実行委員長　杉浦 彦音

              hiss20th@hiss-info.sakura.ne.jp

■研究室展示の参加者募集についての申込方法

　　申込方との交流・意見交換を通して、自らの知見を法については裏面をご確認ください。：HISS 20thの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、ホー発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをム実行委員会ペー発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをジ http://hiss20th.sakura.ne.jp の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、左メニューにある参加申メニュー発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをにある社会のためのシンポジウム」であり、参加ください。たくさんの研究室からのご応募お申

込を開催します。クリックし、説明を開催します。よく読んで参加申込フォームから参加申込を行ってくださんで参加ください。たくさんの研究室からのご応募お申込フォー発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをム実行委員会から参加ください。たくさんの研究室からのご応募お申込を開催します。行ってくださ

い。

　　申込締切：平成 30 年 9 月 28 日（金）

※ 詳細な情報については、につ活発な議論を喚起するいては、HISS 20thの大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、ホー発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをム実行委員会ペー発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをジ http://hiss20th.sakura.ne.jp を開催します。ご参加ください。たくさんの研究室からのご応募お参照下のとおりです。さい。

その大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、他ご参加ください。たくさんの研究室からのご応募お不明な点については、につ活発な議論を喚起するいては、hiss20th_tp@hiss-info.sakura.ne.jp へメールでお問合せ下さい。メー発表だけでなく、専門外の方にもより理解して頂くために、実物によるデモンストレーションをルでお問合せ下さい。でお問合せ先：  第せ下のとおりです。さい。

皆様のご参加をお待ちしております。の大学生が主体となって行う「学生の学生による社会のためのシンポジウム」であり、ご参加ください。たくさんの研究室からのご応募お参加ください。たくさんの研究室からのご応募おを開催します。お待できます。また今年の研究室展示では、例年通りのポちしております。

mailto:hiss20th@hiss-info.sakura.ne.jp

